
第
二
回
尾
道
大
学 

「
魂
の
一
行
詩
」
講
座 

 

角
川
春
樹 

  

四
月
二
十
五
日
（
火
） 

 

東
京
発
午
前
十
一
時
三
十
三
分
「
の
ぞ
み85

号
」
で
岡
山
へ
。
岡
山
発
午
後
三
時
五
分
「
こ
だ
ま661

号
」

で
新
尾
道
へ
。
午
後
三
時
四
十
五
分
新
尾
道
着
。 

 

前
回
同
様
に
尾
道
大
学
の
酒
井
さ
ん
の
出
迎
え
で
大
学
へ
。
応
接
室
で
授
業
が
始
ま
る
前
に
、
四
月
十
八
日
（
火
）

に
行
っ
た
初
講
義
の
新
聞
報
道
の
コ
ピ
ー
を
頂
戴
（
ち
ょ
う
だ
い
）
す
る
。 

   

朝
日
新
聞 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
九
日 

 

新
し
い
文
芸
運
動
発
祥
の
地
に
し
た
い 

尾
道
大
客
員
教
授
・
角
川
春
樹
さ
ん
初
め
て
講
義
、
３
句
作
る
宿
題
も 

  

東
映
映
画
「
男
た
ち
の
大
和
／YA

M
ATO

」
制
作
者
で
俳
人
の
角
川
春
樹
さ
ん(64)

が
、
ロ
ケ
地
の
尾
道
市
に

あ
る
市
立
尾
道
大
学
の
客
員
教
授
に
就
任
し
、18

日
、
初
め
て
講
義
し
た
。
二
年
生
の
「
文
芸
創
作
入
門
」
の
授

業
で
、
来
年
三
月
ま
で
計
十
回
教
え
る
。 

 

角
川
さ
ん
が
唱
え
る
、
季
語
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
魂
の
一
行
詩
」
文
芸
運
動
に
、
日
本
文
学
科
を
持
つ
尾
道
大

が
着
目
し
て
要
請
。
若
者
に
俳
句
を
教
え
た
い
と
い
う
角
川
さ
ん
が
快
諾
し
た
。 

 

こ
の
日
は30

人
の
学
生
を
前
に
、「
尾
道
を
新
し
い
文
芸
運
動
発
送
の
地
に
し
た
い
」
と
切
り
出
し
、「
季
語
は

大
切
だ
が
必
ず
し
も
こ
だ
わ
ら
な
く
て
よ
い
」
な
ど
一
時
間
半
講
義
。
次
回
ま
で
に
３
句
作
る
よ
う
宿
題
も
出
し

た
。
学
生
の
作
品
は
主
宰
す
る
結
社
誌
「
河
」
に
掲
載
す
る
と
い
う
。 

 

受
講
し
た
末
次
麻
耶
さ
ん
は
「
全
講
義
を
受
け
、
い
い
句
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。 

   

読
売
新
聞 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
九
日 

  

角
川
春
樹
教
授
デ
ビ
ュ
ー 

 

尾
道
大
で
文
芸
創
作
入
門
初
講
義 

  

今
春
か
ら
尾
道
市
久
山
田
町
、
市
立
尾
道
大
の
客
員
教
授
に
就
任
し
た
出
版
社
会
長
で
俳
人
の
角
川
春
樹
さ
ん

が18

日
、
日
本
文
学
科
二
年
生
の
選
択
科
目
「
文
芸
創
作
入
門
」
で
初
め
て
の
講
義
を
行
っ
た
。
学
生
や
職
員
約

30

人
に
俳
句
を
通
じ
た
表
現
方
法
な
ど
を
教
え
た
。 

 

茶
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
ス
ニ
ー
カ
ー
と
い
う
軽
装
で
教
壇
に
立
っ
た
角
川
さ
ん
は
、
自
ら
が
「
魂
の
一
行
詩
」

と
呼
ぶ
俳
句
に
つ
い
て
、「
日
本
文
化
の
根
源
に
あ
る
魂
を
詠
う
も
の
。
技
術
に
こ
だ
わ
っ
て
小
さ
く
な
っ
て
は
い

け
な
い
」
と
指
摘
。「
句
か
ら
映
像
が
復
元
さ
れ
る
か
、
リ
ズ
ム
が
あ
る
か
、
作
者
自
身
が
投
影
さ
れ
て
い
る
か
が

作
句
の
ポ
イ
ン
ト
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
受
講
生
が
作
っ
た
俳
句
を
見
て
「
予
想
以
上
の
で
き
。
こ
れ
か
ら
が
楽

し
み
」
と
語
っ
た
。 

 

講
義
は12

月
ま
で
計
十
回
。
田
内
美
帆
さ
ん
は
「
し
っ
か
り
聞
い
て
表
現
力
を
学
び
た
い
」
と
感
激
し
て
い
た
。

角
川
さ
ん
は
「
受
講
生
に
は
毎
月
３
句
ず
つ
提
出
し
て
も
ら
い
、
優
秀
作
は
私
が
主
宰
す
る
月
刊
誌
『
河
』
に
掲

載
し
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。 



毎
日
新
聞 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
九
日 

 

角
川
さ
ん
「
魂
の
一
行
詩
」
説
く 

尾
道
大 

客
員
教
授
で
初
講
義 

 

出
版
社
特
別
顧
問
で
俳
人
の
角
川
春
樹
さ
ん
が
尾
道
大
で
客
員
教
授
と
し
て
俳
句
の
創
作
指
導
を
す
る
こ
と
に
な

り
、18

日
、
初
講
義
し
た
。
自
身
が
提
唱
す
る
季
語
に
と
ら
わ
れ
な
い
「
魂
の
一
行
詩
」
に
つ
い
て
熱
心
に
語
り
、

30

人
の
学
生
が
真
剣
な
表
情
で
作
句
に
取
り
組
ん
だ
。 

 

芸
術
文
化
学
部
日
本
文
学
科2

年
の
選
択
科
目
「
文
芸
創
作
入
門
」
。
３
教
員
が
交
代
で
講
義
し
、
角
川
さ
ん
は

一
年
間
、
十
回
に
わ
た
っ
て
韻
文
を
担
当
す
る
。 

 

こ
の
日
は
主
宰
す
る
俳
誌
「
河
」
と
一
行
詩
の
解
説
文
を
学
生
に
配
り
「
俳
句
に
と
っ
て
季
語
が
最
重
要
課
題

だ
が
、
季
語
に
甘
え
た
、
あ
る
い
は
も
た
れ
か
か
っ
た
作
品
は
詩
で
は
な
い
」
と
力
説
。 

「
最
初
か
ら
完
成
さ
れ
て
い
な
く
て
い
い
。
恋
愛
で
も
悩
み
で
も
、
気
軽
に
自
分
の
思
い
を
五
・
七
・
五
に
し
て

ほ
し
い
」
と
語
り
か
け
た
。 

 

そ
の
後
、
学
生
は15

分
間
で
作
句
に
挑
戦
。
「
猫
に
さ
え 

先
を
越
さ
れ
る 

春
の
恋
」
と
詠
ん
だ
田
内
美
帆

さ
ん
は
角
川
さ
ん
の
フ
ァ
ン
と
い
い
「
今
ま
で
趣
味
だ
っ
た
け
ど
、
力
が
付
い
た
ら
本
格
的
に
や
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。 

 

講
義
で
学
生
が
詠
ん
だ
句
は
「
河
」
誌
上
で
選
評
し
て
い
く
と
い
う
。 

  

中
国
新
聞 

二
〇
〇
六
年
四
月
十
九
日 

 

角
川
教
授
、
表
現
を
語
る 

 

市
立
尾
道
大
の
客
員
教
授
に
就
任
し
た
俳
人
の
角
川
春
樹
さ
ん
の
初
講
義
が
十
八
日
、
同
大
で
あ
っ
た
。
東
映
映

画
「
男
た
ち
の
大
和
／YA

M
ATO

」
の
尾
道
ロ
ケ
を
縁
に
一
年
間
、
芸
術
文
化
学
部
日
本
文
学
科
二
年
の
「
文
芸

創
作
入
門
」
の
授
業
を
受
け
持
つ
。 

 

講
義
初
日
は
三
十
人
の
学
生
が
受
講
し
た
。
角
川
さ
ん
は
自
身
が
提
唱
す
る
季
語
に
と
ら
わ
れ
な
い
俳
句
「
魂

の
一
行
詩
」
を
紹
介
し
、「
詩
歌
は
言
葉
が
最
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
創
作
を
通
し
て
、
日
本
文
化
の
根
底
に
触
れ

て
ほ
し
い
」
と
説
い
た
。 

 

学
生
全
員
に
は
作
品
の
提
出
を
求
め
、「
ち
ゃ
ん
と
一
行
詩
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
期
待
で
き
る
」
な
ど
と
講

評
し
た
。
主
宰
す
る
俳
誌
「
河
」
に
尾
道
大
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
優
秀
作
品
を
発
表
す
る
と
い
う
。 

 

受
講
し
た
岩
堀
光
宏
さ
ん
は
「
表
現
す
る
楽
し
さ
を
学
べ
た
。
全
講
義
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
立
派
な
一
行
詩
を

作
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

 

本
日
は
、
取
材
陣
は
誰
も
い
な
い
が
、R

C
C

中
国
放
送
の
横
山
雄
二
君
と
作
家
の
光
原
百
合
さ
ん
は
私
の
全
講

義
を
聴
講
す
る
と
い
う
。
角
川
春
樹
事
務
所
の
海
老
原
実
君
と
横
山
君
に
、
全
生
徒
二
十
八
名
の
投
句
の
清
記
を

手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。R

C
C

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
横
山
君
は
、
私
の
製
作
し
た

映
画
「
戦
国
自
衛
隊
」
に
感
動
し
て
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。
な
に
し
ろ
角
川
春
樹
に
関
す
る

限
り
、
当
人
の
角
川
春
樹
よ
り
も
詳
し
い
と
い
う
の
が
自
慢
の
変
り
種
。
完
全
な
「
追
っ
か
け
」
だ
が
、
女
性
の

「
お
っ
か
け
」
で
な
く
て
良
か
っ
た
。
恐
怖
と
反
省
の
全
く
な
い
私
に
し
て
、
異
性
の
「
追
っ
か
け
」
ほ
ど
恐
い

も
の
は
な
い
。
こ
れ
本
音
。 



 

昨
日
、
産
経
新
聞
に
渡
し
た
原
稿
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

母
恋
へ
ば
母
の
風
吹
く
蚊
遺
香
（
か
や
り
こ
う
） 

 
遺
さ
れ
て
母
の
扇
を
開
き
け
り 

 

わ
が
胸
に
母
は
生
き
を
り
衣
被
（
き
ぬ
か
つ
ぎ
） 

 

す
ば
る
忌
や
鏡
の
ご
と
き
夜
空
あ
り 

 

昴
忌
の
夜
は
風
鈴
の
鳴
り
や
ま
ず 

 

二
年
前
の
八
月
九
日
、
母
・
照
子
が
急
逝
し
た
。
私
は
母
の
忌
日
を
「
昴
の
忌
」
と
命
名
し
た
。
俳
句
の
季
語
と

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
死
者
は
二
度
死
ぬ
こ
と
は
な
い
。
死
者
の
命
日
は
歳
時
記
に
載
る
こ
と
で
思
い
出
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。 

  

二
十
八
年
前
、
内
部
分
裂
を
起
こ
し
た
「
河
」
の
副
主
宰
に
就
任
し
て
最
初
に
し
た
こ
と
は
、
全
国
に
角
川
春

樹
俳
句
教
室
を
開
く
こ
と
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
何
が
良
い
俳
句
な
の
か
を
指
導
す
る
原
理
と
し
て
、
次
の
三
つ
を

揚
げ
た
。 

 

一
． 

俳
句
と
は
映
像
の
復
元
力
で
あ
る
。 

 

二
． 

俳
句
と
は
リ
ズ
ム
で
あ
る
。 

 

三
． 

俳
句
と
は
自
己
の
投
影
で
あ
る
。 

  

「
魂
の
一
行
詩
」
と
唱
え
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の
三
原
則
は
基
本
的
に
変
り
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
優
れ
た
俳
句

は
優
れ
た
一
行
詩
で
あ
る
か
ら
だ
。
私
の
こ
の
指
導
に
よ
っ
て
、
多
く
の
弟
子
た
ち
が
次
々
と
俳
句
の
賞
を
受
賞

す
る
結
果
と
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
尾
道
大
学
の
受
講
生
に
も
、
俳
句
三
原
則
を
実
施
し
て
頂
き
た
い
。
角
川
春
樹

編
の
俳
句
歳
時
記
を
使
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
季
語
は
「
い
の
ち
」
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

本
日
、
第
二
回
目
の
講
座
の
評
価
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

特
選 

 

十
七
の
小
窓
の
向
こ
う
へ
想
い
馳
す 

 
 

 
 

横
山
奈
津
紀 

 

同
時
作
に
、 

 

猫
の
尾
の
道
は
ほ
そ
み
ち
ま
よ
い
み
ち 

 

は
生
徒
た
ち
の
互
選
で
第
二
位
の
十
三
点
が
入
っ
た
が
、
私
は
並
選
に
も
採
ら
な
か
っ
た
。
第
一
回
の
講
座
で

奈
津
紀
の
次
の
句
を
激
賞
し
た
。 

 



本
心
を
隠
す
両
手
を
は
た
き
落
す 

 
 

「
十
七
の
小
窓
」
と
は
実
景
の
窓
で
は
な
く
、
十
七
文
字
の
一
行
詩
の
こ
と
で
あ
る
。
作
者
は
十
七
音
の
一
行

詩
の
世
界
の
向
こ
う
側
に
想
い
を
馳
せ
た
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
私
の
次
の
句
が
参
考
と
な
ろ
う
。 

  

き
さ
ら
ぎ
や
十
七
文
字
の
恋
の
詩
（
う
た
） 

 
 

 

春
樹 

  

会
い
た
く
て
会
い
た
く
な
く
て
立
ち
止
ま
る 

 
 

 

徳
田
翼 

  

こ
の
句
は
生
徒
の
互
選
で
も
十
五
点
を
獲
得
し
て
第
一
位
だ
っ
た
。
誰
で
も
解
り
や
す
い
恋
の
句
。
い
か
に
も

思
春
期
ら
し
い
好
感
の
持
て
る
愛
（
う
）
い
愛
（
う
）
い
し
い
句
。 

  

栗
鼠
（
り
す
）
の
瞳
（
め
）
に
針
刺
す
こ
と
を
思
う
夜
半 

 
 

神
谷
ち
ひ
ろ 

  

同
時
作
に
、 

  

若
人
の
眠
り
防
ぐ
猫
の
恋 

  

「
猫
の
恋
」
は
、
一
般
選
で
八
点
入
っ
た
が
、「
栗
鼠
の
瞳
」
は
、
今
回
の
投
句
の
中
で
一
番
良
い
。
つ
ぶ
ら
な

栗
鼠
の
瞳
に
針
を
刺
し
た
い
と
深
夜
に
思
う
作
者
の
心
情
は
計
り
知
れ
な
い
が
、
読
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
想
像
を
投

げ
か
け
る
。
青
春
の
屈
折
率
が
微
笑
ま
し
い
。 

  

道
行
き
て
ま
つ
げ
に
灯
る
白
木
蓮
（
は
く
も
く
れ
ん
） 

 
 

槙
野
未
羽 

  

同
時
作
に
、 

  

振
り
返
り
猫
と
目
が
合
う
春
の
夕 

  

が
あ
る
。
「
春
の
夕
」
の
句
は
一
般
選
で
五
点
、
「
白
木
蓮
」
は
私
の
特
選
三
点
を
含
め
て
七
点
だ
っ
た
。
白
木

蓮
が
ま
つ
げ
に
灯
る
と
表
現
し
た
の
は
繊
細
で
感
覚
的
な
一
行
詩
。 

  

火
照
（
ほ
て
）
る
肌
持
て
余
し
て
い
る
我
二
十
歳
（
は
た
ち
） 

 

田
内
美
帆 

  

読
者
の
共
感
が
得
ら
れ
る
青
春
句
だ
が
、
俳
句
三
原
則
の
「
リ
ズ
ム
感
」
が
「
我
」
に
よ
っ
て
壊
れ
て
し
ま
う
。

ま
た
、
俳
句
も
一
行
詩
も
基
本
的
に
作
者
本
人
を
詠
う
こ
と
だ
。
だ
か
ら
、
こ
の
句
の
「
我
」
は
不
要
。 

 

秀
逸 

  

曇
天
に
と
ん
び
と
音
符
低
く
行
く 

 
 

 
 

藤
井
公
子 

  

同
時
作
に
、 

  

音
翔
っ
て
み
な
と
祭
の
風
に
な
る 



  

青
年
と
猫
と
風
と
が
添
い
寝
す
る 

  
「
み
な
と
祭
」
の
句
も
私
の
秀
逸
、
「
青
春
と
猫
」
は
佳
作
な
の
で
、
投
句
の
全
て
が
私
に
採
ら
れ
て
い
る
。 

  

い
い
人
は
イ
ヤ
ね
悪
い
の
は
全
部
わ
た
し 

 
 

 

光
原
百
合 

  

前
回
の
講
義
の
折
、 

  

花
散
っ
て
し
ば
し
木
の
こ
と
忘
ら
る
る 

  

に
続
い
て
の
佳
吟
。「
い
い
人
は
イ
ヤ
ね
」
と
い
う
上
五
か
ら
中
七
へ
の
句
ま
た
が
り
に
勢
い
が
あ
り
、
ま
た
心

理
的
な
屈
折
が
あ
る
。
中
七
か
ら
下
五
に
か
け
て
、「
悪
い
の
は
全
部
わ
た
し
」
と
い
う
開
き
直
り
が
面
白
い
。
今
、

机
で
読
み
直
す
と
さ
す
が
に
人
生
の
ペ
ー
ソ
ス
に
思
い
が
届
き
、
見
事
な
一
行
詩
。
私
の
秀
逸
を
含
め
て
五
点
入

っ
て
い
る
が
、
特
選
に
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
。 

  

誘
わ
れ
し
観
梅
赤
い
糸
は
無
し 

 
 

 
 

朴
耀
子 

  

前
回
の
作
品
、 

  

筮
竹
（
ぜ
い
ち
く
）
を
振
っ
て
何
す
る
四
十
坂 

  

に
続
い
て
の
秀
逸
句
。
作
者
は
本
講
座
の
唯
一
の
正
式
な
聴
講
生
。
職
業
は
書
画
家
で
今
年
個
展
が
開
か
れ
る

と
い
う
。
さ
て
、
こ
の
観
梅
の
句
だ
が
、
な
か
な
か
手
が
込
ん
で
い
る
。「
赤
い
糸
は
無
し
」
と
は
、
運
命
の
赤
い

糸
は
私
と
繋
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
断
定
。
観
梅
に
誘
っ
た
の
は
異
性
。
し
か
し
、
二
人
の
関
係
に
な
に
も
運
命

的
な
所
は
な
い
と
言
い
き
っ
た
ユ
ー
モ
ア
が
一
句
と
な
っ
た
。 

  

髪
に
降
る
花
に
も
触
れ
て
く
れ
ぬ
君 

 
 

 
 

難
波
由
美
子 

  

同
時
作
に
、 

  

永
久
（
と
わ
）
さ
え
も
こ
の
手
に
あ
り
し
幼
き
日 

  

「
髪
に
降
る
」
は
十
点
、「
永
久
さ
え
も
」
は
六
点
で
二
句
と
も
私
の
秀
逸
に
な
っ
た
が
、
句
と
し
て
は
「
永
久

さ
え
も
」
の
方
が
良
い
。
遠
い
日
の
作
者
の
手
に
は
、
永
遠
さ
え
も
実
感
で
き
た
の
に
と
い
う
幽
（
か
す
）
か
な

嘆
き
は
、
読
者
の
誰
に
も
共
感
で
き
る
は
ず
。 

 

佳
作 

  

鼓
動
聞
く
夕
日
隠
れ
る
舞
台
裏 

 
 

 
 

真
野
美
樹 

  

同
時
作
に
、 

 



 

大
渦
の
波
に
人
酔
う
春
祭 

  

静
寂
の
我
が
部
屋
響
く
寺
の
鐘 

  

「
鼓
動
聞
く
」
は
私
の
佳
作
を
含
め
て
五
点
。
美
樹
の
全
作
品
を
佳
作
に
採
っ
て
い
る
。 

  

凛
と
し
た
暗
き
月
夜
は
一
人
き
り 

 
 

 
 

二
宮
沙
弥
佳 

  

私
の
佳
作
を
含
め
て
十
二
点
入
っ
て
い
る
。 

  

面
倒
と
言
う
く
せ
君
は
考
え
る 

 
 

 
 

黒
木
聡
子 

  

私
の
佳
作
を
含
め
て
十
点
入
っ
て
い
る
。 

  

生
き
る
意
味
を
必
死
に
う
た
う
蝉
時
雨 

 
 

 

堀
田
定
義 

  

同
時
作
に
、 

  

朝
寒
や
き
み
を
焦
（
こ
）
が
れ
る
偏
頭
痛 

 
 

 
 

  

我
が
街
に
儚
く
う
つ
る
秋
の
暮 

  

定
義
作
品
の
全
て
を
私
は
佳
作
に
採
っ
て
い
る
。
中
で
も
「
蝉
時
雨
」
の
句
は
共
感
を
得
や
す
く
一
般
選
で
十

二
点
を
獲
得
し
て
い
る
。 

  

夕
暮
れ
の
燃
え
る
光
に
濡
れ
る
花 

 
 

 
 

岩
堀
光
宏 

  

同
時
作
に
、 

  

夢
色
に
染
ま
る
足
跡
い
つ
ま
で
も 

  

が
あ
り
、
私
は
二
句
と
も
佳
作
に
採
っ
た
。 

  

向
か
い
風
ペ
ダ
ル
踏
み
込
む
上
り
坂 

 
 

 
 

永
田
悠
史 

  

一
般
選
を
含
め
五
点
入
っ
た
。 

  

綿
を
吹
き
白
た
ん
ぽ
ぽ
に
ま
た
会
は
ん 

 
 

 

未
次
麻
耶 

  

花
の
色
み
ど
り
の
風
が
ぬ
り
か
え
る 

 
 

 
 

槌
本
さ
く
ら 

  

同
時
作
に
、 

 



 

春
の
風
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
お
そ
ろ
い
に 

  

が
あ
り
、
共
に
佳
作
。
「
花
の
色
」
は
私
を
含
め
五
点
入
っ
た
。 

  

冬
空
と
見
紛
う
程
の
花
吹
雪 

 
 

 
 

岡
村
め
ぐ
美 

  

同
時
作
に
、 

  

「
う
ん
。
」
と
だ
け
返
る
メ
ー
ル
に
泣
く
こ
こ
ろ 

  

が
あ
り
六
点
入
っ
た
が
、
下
五
の
「
泣
く
こ
こ
ろ
」
が
甘
い
。
別
の
下
五
に
変
え
た
方
が
良
い
。 

  

彼
の
た
め
口
を
と
が
ら
す
君
が
い
る 

 
 

 
 

佐
々
木
な
も
華 

  

微
笑
ま
し
い
青
春
句
だ
。 

  

花
揺
れ
て
大
気
が
揺
れ
て
風
光
る 

 
 

 
 

柴
智
寿
恵 

  

同
時
作
に
、 

  

君
と
見
た
あ
の
桜
乱
吹
（
ふ
う
け
い
）
を
忘
れ
な
い 

  

が
あ
り
、
共
に
佳
作
。 

  

高
得
点
句
。 

  

会
い
た
く
て
会
い
た
く
な
く
て
立
ち
止
ま
る
。 

 
 

 

十
五
点 

  

猫
の
尾
の
道
は
ほ
そ
み
ち
ま
よ
い
み
ち 

 
 

 

十
三
点 

  

凛
と
し
て
暗
き
月
夜
は
一
人
き
り 

 
 

 
 

十
二
点 

  

生
き
る
意
味
必
死
に
う
た
う
蝉
時
雨 

 
 

 
 

十
二
点 

  

面
倒
と
言
う
く
せ
君
は
考
え
る 

 
 

 
 

十
点 

  

髪
に
降
る
花
に
も
触
れ
て
く
れ
ぬ
君 

 
 

 
 

十
点 

  

【
講
評
】 

  

全
体
と
し
て
時
間
の
ゆ
と
り
も
あ
り
、
第
一
回
の
「
魂
の
一
行
詩
」
講
座
よ
り
も
出
来
の
良
い
作
品
が
多
く
、

今
後
が
期
待
出
来
る
。
特
に
前
回
と
引
き
続
き
横
山
奈
津
紀
が
良
く
、
徳
田
翼
、
神
谷
ち
ひ
ろ
、
槙
野
未
羽
、
田

内
美
帆
が
光
っ
た
。 


